
　夏季はもちろん、それ以外の時期でも直射日光の当たる

　場所や高温の場所にガソリン携行缶を置くと可燃性蒸気

　が大量に噴き出す可能性があります。

　そのため、ガソリン携行缶の蓋を開ける前に少しずつ
　エア抜きを行うことが必要です。

　ただし、直射日光の当たる場所に放置されていたなど、

　携行缶が熱をもっていた場合は、エア抜きも厳禁です。

　ガソリン温度が常温程度まで下がるまで保管した後に

　ゆっくりとエア抜きをすることが必要です。

会員数：246名（男性141名・女性105名）令和8年8月18日現在

事務局だより第243号令和8年8月18日発行磯城郡シルバー人材センター事務局
各地で猛烈な暑さが残る見込み

暑 さ

注意引き続き熱中症にご注意を！

警 戒

ガソリン携行缶を安全に取り扱うための留意事項
1．ガソリン携行缶は、直射日光の当たる場所や高温の場所に置かない！
2．ガソリン携行缶を扱う場合は、周囲の安全確認とエンジン停止の徹底！

3．ガソリン携行缶の蓋を開ける前にエア抜きを行う！



　この時期で熱中症に次いで最も注意が必要なのが、「蜂」です。当センターにお

いても傷害事故の上位に入るのが「刺され事故」です。

　暑さが一段落するころから、活動を活発化させるのが、スズメバチです。

　特に夏の終盤に入ると、これまで巣の中で育っていた幼虫が一斉に羽化し、11月

にかけて冬を迎える前の最後の子育てを行うため、非常に攻撃的になります。

・スズメバチは、黒いものに最も激しく反応し、攻撃を加えます。

・スズメバチの巣を見つけた場合、近づいたりしない。

・蜂は甘い匂いを好むため、飲みかけのジュースを外で放置しない。

・スズメバチに遭遇したら音を立てずにその場から離れるのがポイントです。

・スズメバチが攻撃を始めると、フェロモンに引き寄せられた仲間も攻撃を加える

　ことがありますので、すぐに走ってその場から逃げましょう。

・攻撃された場合は蜂が追うのを止めるまで、最低でも20ｍ以上は走って逃げてく

　ださい。

・軒下 ・換気扇のフードの中

・エアコン室外機の裏や中の隙間 ・垣根

・戸袋、雨戸の箱、シャッターの内側 ・鉢植え

・物置の天井や屋根裏 ・樹木の枝

・外壁のひびや穴、屋根と壁の隙間 ・床下・排水管1日あたり1.2Lを目安に
残暑お見舞い申し上げます。

今年も暑さの厳しい季節となりましたが、
いかがお過ごしでしょうか。

これからも厳しい暑さが続きますが、
くれぐれもご自愛ください。

公益社団法人磯城郡シルバー人材センター

スズメバチに注意！

【スズメバチに刺されないための注意】

【蜂が巣を作りやすい場所を作業前にチェックしましょう！】


